
                  

 

 

 

 

 

JA東びわこイチゴ部会が「みおしずく」現地研修会を開催  

 

２月19日、「みおしずく」栽培農家の施設を訪問して現地研修会が開催されました。

当課は「みおしずく」の特徴や栽培経過を説明して、部会員相互の意見交換を促し 

ながら、生産拡大に向けて支援しました。 

 

今年度、湖東地域では JA 東びわこイチゴ部会員の１法人と９農業者が「みおしず

く」を栽培し、卸売市場を通じて県内量販店で販売されており、部会は栽培研修会や

目合せ会を開催してきました。 

今回は、「みおしずく」を栽培する部会員の施設で現地研修会を開催し、当課が品種

の特徴や栽培経過を説明した後、栽培農家からは草勢が旺盛なことから摘葉や玉出し

に注意している点、「みおしずく」を導入したことによる収穫・調整にかかる労働時間

の変化、現在までの出荷量等について説明されました。 

令和６年産から新たに栽培する２名も参加し、従来品種「章姫」との草勢の違いに

ついて理解された様子でした。 

今後も、当課は、「みおしずく」の安定生産と生産拡大に向け、引き続き支援してい

きます。 
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